
 

 
 
 
 
 
 

◎急斜面の補強対策工 事例紹介 

■調査 

  日本の国土はその９０％が山岳地帯であり，更にその２０％は地すべり，崖崩れ，落石・岩盤

崩壊等を引き起こす危険地帯と言われております。これらの危険地帯には一刻も早く対策工を

施し，住民の方々が安心して暮らせるようにしたいものであります。 

弊社はこのような危険地帯に対し， 

① 地形的・地質学的・地盤工学的な地盤・岩盤の調査 

② 水文・地下水・水みちの調査 

③ 断層・破砕帯・風化・劣化状況の調査 

等を行い，次の対策工の設計に役立てます。 

 

■設計 

調査結果に基づき，その適切な対策工（抑止工，抑制工）を選定し，設計を行います。 

 

■対策工完成後の監視・観測・点検 

対策工の実施後も，必要な箇所には定点観測場所を設け，その後の地盤・地下水その他の

観測等を行います。 

 

■調査実施例 

 下の写真は最近弊社が調査した岩盤崩落地域の危険箇所の一例であり，調査結果に基づい

て，対策工の提案を行いました。 
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